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1.著者自身の表現を借りていえば, 「本書の各章は,

競争の最速低　内部経線　外部経済,不完全競争,次善

問題,安定条件,二分法など,前著『価格と配分の理

論』(東洋経済新報社, 1965)において抽象的,一般的に

考察した諸問題について国際経済のより具体的な諸問題

にそくしていっそうの展開を試みたもの」であるO現代

の国際経済学の標準的フレームワークを卓越した明解さ

をもって解説する第I章「-クシャ-・オリーン理論」

を除く諸章は,ここ数年間に内外専門誌に発表された国

源経済理論に関する著者の諸論文を核にして構成されて

.ぉり,前著で鍛えられた根岸流一般均衡理論の強力なト

ゥ-ルを縦横に駆使することによって,著者は国際経済

学の実物的理論,貨幣的理論のいずれについても重要な

前進を達成している。評者は「20代の経済理論研究の

一総決算」として上梓された前著と,著者の30代の業績

・の主要部分をなす本書中の諸論文が,両者のカブァ-す

る分析領域の差異とモデルの抽象度の懸隔を越えて,方

法的にも厚生哲学的にもきわめて首尾一貫していること

、に強い印象を刻みこまれたことを告白しておきたいO
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2.既に触れた第I章を別として,本書の章別編成は以

下の通りである。

第Ⅱ章　貿易均衡の存在と最適性

第Ⅲ章　収穫逓増による国際分業

1マーシャルの外部経済

第Ⅳ草　収穫逓増による国際分業

2　不完全競争

第Ⅴ章　国内経済のゆがみと次善的関税

第Ⅵ章　関税同盟の次善理論

第Ⅶ草　幼稚産業の保護育成

第Ⅷ草　最適資本移動の動学的分析

第Ⅸ章　為替市場の安定条件

第Ⅹ草　Eg際経済学の二分法

-実物的分析と貨幣的分析-

第XI章　経済成長と国際収支

もともと独立な専門論文として発表された研究を集成

したものであるだけに,設定されるモデルの基礎前提も

記号法も各章ごとにまちまちであるし,また後の章にお

いて先行する諸事の知識が不可欠の前提として要求され

ることもないので,読者はその興味の所在に応じて任意

の章をピック・アップして読みはじめてさしつかえない。

このように本書は本質的には専門的論文集であるが,各

章をself-containedにするという点ではかなりの追加

的努力が払われている。先行する諸理論の適切なサーブ

ェイと係争点の変説,一般均衡論的展開に先だつ,消費

者余剰・生産者余剰の概念に依拠する部分均衡論による

予備的考察などがそれである。加えて,本書で適用され

る数学的方法はごく少数の箇所を除いて非常にエレメン

タリーなものに限定されている。このような配慮のおか

げで,読者は技術的細部に阻げられることなく,中心的

問題の把握に容易に直進しうることになる。

3.本書の内容を簡単に紹介しようO本書のカブァ-す

る問題領域の広太さに此し,書評のスペースを僅少であ

って,評者のコメントを全ての草につきここで十分に展

開する余裕はない。そこで以下ではスペースの許すかぎ

り,評者の興味に応じて幾つかの率を抜きだして論じる

ことにしたい。論文集の書評においてはこれは止むを得

ない選択であると考える。

第Ⅱ章は競争的国際貿易均衡の存在証明にあてられて

いる。本章における著者の貢献は内容的には標準的な-

クシャー・オリーン型モデルに輸送アクティヴィティを

正当に導入した多数財をデノレを提出したことにあり,刀

法的にはこのモデルにおける競争均衡の存在と最適性を

結合的に樹立したことにある。ゲイル・二階堂・デブル
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-の超過需要関数のタームによる標準的存在証明とは完

全に発想を異にする著者の存在証明は非常に興味深いが,

既にこの手法は前著で十分に展開されたところであって,

その巧妙な応用であるという以上にとり・立てていうこと

はない。

評者の判断では, m, ivの両章は,非常に多くの貢献

を内包する本書の中にあってもきわだって野心的かつ先

駆者的な業績を収めるものであって,ここで著者は「要

素此率の差に着目する-クシャ- ・オリーンの理論を補

完」して, 「同質的な国々のあいだの貿易を説明できる

ような内生的な貿易理論」を提唱しようとする。そのよ

うな貿易理論として,著者の展開するモデルは,いずれ

も収穫逓増現象に依拠するものであって,まず第Ⅲ章は

完全競争の仮定と両立しうる収穫逓増現象としてのマー

シャルの外部経済を論じ,転じて第Ⅳ草では,固定費用

の存在による収穫逓増現象に基づく非-クシャー・オリ

ーン的貿易理論を創唱する。両章とも議論の焦点は貿易

利益の存在証明,一周正確には貿易利益の存在が保証さ

れうるための十分条件の発見に置かれている。周知のよ

うに, -クシャー・オリーン理論の描写する華界におい

ては,自由貿易に参与するいかなる国にとっても貿易利

益の存在が保証されているのに対して,収穫逓増に基く

特化の利益に起因する貿易にあっては,貿易参与国のい

ずれによっても貿易利益が存在するということは一般的

には保証されえないからである。

第Ⅲ章のモデルにあっては,マーシャルの外部経済の

性格についての以下の如きオールターナティブな特定化

が求める十分条件であることが論証される.ひとつの特

定化は, 「産業の生産量がそのレベルを越えない限り,企

業の費用逓減が現象しえないようなマーシャル的外部経

済の作用境界(threshold)が存在する」という,スラッフ

ァの指摘に連なるものであり,いま抄とつは, 「マーシャ

ノレの外部効果は非可逆的現象であって,産業生産量の拡

大によりひとたび発生した費用逓減効果は,その後失な

われることはない」というものである。いずれの特定化

もその形式的帰結は同じであって,そのもとにおいては

貿易利益の存在証明はきわめて簡明に進行する。評者は

このような十分条件の発見に成功した著者の洞察力に敬

服するものではあるが,以下の2点は指摘しておきたく

恩う(1)作用境界ケースにおける貿易利益の存在は,外

部効果の作用境界の存在そのものによって保証されると

いうのでほなく, (アウタルキー均衡の生産水準)<(外

部経済の作用境界)< (貿易均衡の生産水準)という,質

易前後の産出量水準に関する強意不等式の仮設されたる
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妥当性の論理的帰結であって,いわばこの不等式の意味二

を翻訳したものである(2)マーシャル的外部経済によ

る収穫逓増に起因する国際貿易は,その分業パターンに

おいて著しい不確定性を残している。国際貿易均衡は仮

に存在したとしても　-IE・3節は極めて特殊なモデル一

に対して完全特化の貿易均衡の存在を論証している-

そこにおける参与国の輸出入構造はなんらかの偶然機構

によって決定されるものだと言わざるを得ない。著者の,.

「-クシャー・オリーンのモデルでは外生的に与えられ

た要素比率により貿易構造が確定してしまうので,はじ

めから比較優位にある財を輸出,はじめから此校劣位に

ある財を輸入するだけで政策的干渉の余地はまったくな-

い。政策の余地がでてくるのは比較優位,比較劣位がは

じめからきまっているのではなく,貿易によってつくり

だされる収穫逓増の貿易モデノレにおいてである」という

指摘は興味深いが,偶然的・歴史的・政策的な事情によ

って貿易のパターンが決定されるという説明を評者は

「内生的な貿易理論」と看徹すことに少なからぬ抵抗を

覚える。

第Ⅳ章は内部経済に起因する収穫逓増を前提とする質

易理論の試みである。明らかに,この場合,完全競争の企

業均衡は不可能であって,ために不完全競争の一般均衡

モデルの構築が要請されてくる。ところが著者は既に前

著3. 3節で,主観的需要関数の概念を軸とする一般均

衡論的不完全競争モデルに彫塚を与えているのであって,′.

その構想を当面の状況にadaptすることは著者にとっ

ては容易なことである。 (前者における分析は文字通り

開拓的な貢献であって,オリジナルな論文がReviewof

Economic Studies, Vol. 28, 1961に発表されて以来,

ごく最近のアロウ,マルシャック,二階堂などの研究に

到るまで,それはこの分野における殆んど唯一の業績で

あった。)このようにして構成された2国2財1要素モデ

ノレに基いて. (1)主観的需要曲線の弾力性が十分小さく,

既存企業は参入柑止のためその利潤を正常利潤におさえ,,

新企業参入後も既存企業の産出量は不変に留まるという

仮定のもとに,アウタルキー均衡と各国が一産業に特化

する貿易均衡が存在すること. (2)貿易前の2財の限界一

消費性向がnearlyeqiユalであるならば,両国とも貿易

から利益を享受しうること,が導出されている。言うま

でもなく,設定されたモデルは非常に特殊なものであり,A

得られた結論はそのモデルに相対的なものである.故に,.

根岸モデルが-クシャ- ・オリーン理論の補完物としてY,

同質的諸国間貿易の基礎理論たりうるかの判定は直ちに

は下しえない。それにも拘らず,著者の結論(1 , (2)は_
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今後の十分な検討を要求するものであることは疑いないo

(技術的な点だが,本章におけるアウタノレキー均衡の存

在証明に角谷の不動点定理をもち出すのは,鶏をさくに

牛刀を用いる掛、の論法であって,事態ははるかに単純

に解明されうるのである。)

次に,第Ⅶ章に収録された, 2期間動学モデルによる

幼稚産業保護論の厚生経済学的分析を紹介しよう。前著

3 ・ 1節には,企業の社会的有用性と利潤との関係を取

扱う透徹した分析が展開されているが,本草で提唱され

る産業保護の根岸基準は,その分析方法の巧妙きわまる

応用によって導出されている。著者の産業保護の論拠は,

幼稚産業の成長・習熟過程に特徴的な,分割不可能怪に

ょる動学的内部経済=収穫逓増である。ある産業が,港

界全体の経済厚生の観点からみて,保護育成に値するか

香かを判定する基準として,著者は以下のものを提唱し

ている。

基準1:考察する幼稚産業が存在しない場合の最適価格

体系で評価した,当該産業の現在・将来を通じての利

潤が正であること(必要条件)0

基準2:考察する幼稚産業が存在する場合の最適価格体

系で評価した,当該産業の現在・将来を通じての損失

が,ある一定額を越えないこと(十分条件)。

がこれであって,歴史的に有名なミルの基準,バスティ

ブルの基準は,この根岸基準の中に過当に位置づけられ

うるのである。方法的には非常にエレガントである上に,

得られた結論は学説史上の諸見解にその所を得させつつ・

nontrivialな一般化に成功している点で,本章は根岸理

論の鮮やかな切れ味を示す典型的な一例であるといえよ

う。評者の指摘したい点がひとつだけある。基準1,2を

同一の幼稚産業に同時に適用することは,これらの基準

を字義通り解するときにはオペレーショナルに困難であ

ろうということ,これである。考察する経済において産業

1,2,-,nが既に生産活動に携わっており,そこに産業

Oが参入する状況を考えよう。産業0,1は幼稚産業であ

るとしよう。評者の疑問は,このとき次のように述べら

れうる。産業0については基準1を適用することはでき
°　　　　　　　　　　　°　°　t　°

ようが,基準2を適用するには仮にこの産業が稼動した
。  .  .  .  。　　　　　　　　　　　　。  °

.とすれば支配するであろう現在および将来の最適価格体

系を推定するという,オペレーショナルには絶望的に困

難な課題が克服されねばならぬ。他方,産業1について,

基準2の適用はよしとしても,基準1の適用を可能なら
°　°　°　　　　　　　　　　　。

しめるには,仮にこの産業が存在しなかったとすれば成
。　　　　　　　　　°　°　°　°

立する筈の現在および将来の最適価樽体系の情報を必要

とするが,我々はいかにしてその情報を獲得しうるのだ
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ろうかo　この間題を将来価楯の完全予見という仮定だけ

で氷解させうるのであろうか。

最後の3つの章は, 「実物的側面との一般均衡分析的

な関連に注意しつつ国際経済の貸幣面をとりあつかっ

た」ものであって,以上で触れる余裕のなかったV, VI,

Ⅷの各章と共に,評者の取りあげた少数の草に優るとも

劣らぬ卓越した貢献が収録されている。 (特に, 「為窄市

場の安定のための必要十分条件は,財の価櫓が伸縮的で

あり各国の貨幣量が一定であるとき,貨幣市場がヒック

スの意味で不完全安定であること」を示し,ロビンソ

ン=メッツラ-, --ン,ケンプの結果を全てその系と

して含みうる結果を提出する第Ⅸ章は,分析的に見れば

本書中の白眉であろう。)これら諸事に論評を与える余裕

はもはやない.評者としては,触れえた少数の章の紹介

と論評によっても,本書がいかに野心的な意欲作を収録

した重要な論文集であるかということは,読者に伝ええ

たのではないかと考えている。　　⊂鈴村興太郎コ


